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我
國K

於
け
る
物
讓
貴
の
根
本
的
原
因
は
何
ぞ
ゃ

 

五
！123

六
、金
利
を
引
上
げ
勸
勉
貯
菩
を
獎
勵
す
べ
し
。

七
、產
業
の
發
達
を
助
く
べ
し

。

•

八
、不
急
の

‘

事
業
を
延
期
す
べ
し

"

■

九
、日
用
品
の
消
费
稅
若
し
く
は
關
税
を
輕
減
す
ベ
し
。

十
、宫
邊
に
於
け
る
奢
後
的
宴
會
を
廢
し
、質
素
節
儉
の
風
を
馴
致
す
べ
し

.

右
に
擧
ぐ
る

$

の
は
貨
物
の
需
用

i

供
給
と
を
調
和
せ
し
む
る
爲
め
に
政
府
の
採
み
噚
る 

數
策
な
る
於
、其
策
の
數
は
無
限
に
し
て
到
底
其
の
主
な
る
？
の
の
み
だ
$
悉

く

比
處
に
智
摘 

す
る
の
餘
白
を
有
せ
次
れ
ば
、他
日
稿
を
改
め
て
、之
を
論
ず
る
こ
と

i

し
て
、一
先
づ
筆
を

®

 

く
。
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雜

録

千
八
百
九
十
六
年
以
来
の 

物
價
變
動
の
原
因

增

井

幸

雄

木
篇
は
千
九
西
十
年
十
1
1̂

セ
ン
ト
ル
ィ
ス
に
開
催
せ
る
米
爾
經 

濟
協
會
第
二
十
三
囘
會
議
に
於
け
るF

i
s
h
e
r
,

 

L
p
t
l
g
b
l
i
n

兩
敎 

撗
の
木
問
題
に
關
す
る
報
带
及
之
に
恶
さ
て
な
さ
れ
た
る
射
議
の
筆 

錄

に

し

て
bd
u
l
ls-
s-
o
f
 tlie A

m
e
r
i
c
a
n
w
c
o
n
o
i
a
i
c

 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
,

 

A
p
r
i
l
M
9
1
1

に
黻
す
る
所
な
リ
。『

貨
幣
數
量
說』

に
關
し
て
論
^
 

の
間
に
異
諭
ぁ
る
は
哿
人
の
さ
合
亿
我
國
に
於
て
見
允
る
所
な
る
が 

今
水
篇
を
謂
む
に
及
ん
で
来
國
に
於
て
$
そ
の
然
9

し
を
見
る
、
0- 

下
物
價
騰
货
の
叫
' 

之
が
原
因
及
救
濟
策
に
關
し
て
.諉
渝
の
喰
し
さ 

.咕
に
^=

>

參
考
に
资
す
ベ
さ
8

の
少
な
，

S

ち
ず
と
信
じ
之
を
抄
_

T 

る
こ
と
と
せ
9

0
原
文
大
判
四
十
五
頁
、
比
敝
的
蜇
嬰
な
ら
ざ
る
部 

分
及
三
四
の
附
圖
は
之
を
^

略
せ
リ
。

一
八
九
六
年
以
来
の
物
價

ラ

•

フ

y

 

y

貨
物
の
代
價 

事

實

，

1

八
九
〇
.

雜
：

錄

'

1

丸
〇
九
年
の
物
價

の
務
動 

物
贋
の
變
動
の
原
因 

1

金
產
額
の
®
加

['
!
)
流

通

せ

る

貨

幣

パ . . . — へ— 一 - ' 、

貨 其 金  
幣他

の

金

小銀銀銀合 

切貨货行衆 
手 證 手 國  

.够形手 

形

g

銀
行
準
備
金

~合
衆
國
手
形 

1

の
I

證
券

十
銀
貨

, 3
)

言
■

用
i

物
價

ニ
貨
物
生
産
費
の
變
動 

⑴

關税及租税
 

(2
)

勞
銀
、
努

働

組

合
‘

S

農
業
狀
雙
食
物
、
®

花
S

 

三

S

占
.業
及
ト
一
フ
ス
ト 

四

1

般
的
奢
後

•

五.

四
31
:
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.•
•

雜 

錄

.
五
.
投
機

第
)^
、
.
有

價

證

券

の

代

價
 

.
ィ

事

實
一

一

八

九

〇—

一
九
一
〇
年
の
二
十
鐵 

.
ノ
道
及
十
二
工
業
株
の
代
價 

ニ
芷
金
準
備
金 

三
金
の
國
際
的
移
動 

‘ 

W

预
金y

對
す
石
貸
付
の
比
例 

.

ロ
有
價
證
券
の
代
價
變
動
の
原
因

.

一、

金
價
の
下
落
、
流
通
の
分
量 

m

利
潤 

■

三投機、信用膨脹
 g

過
發

ぃ卿

吾
人
の
今
や
論
せ
んi

す
る
所
は
一
八
九
六
年
以
來 

の
物
價
に
關
す
る
事
實
の
記
载
叉
は
そ
の
變
動
の
說
明 

の
み
に
ぁ
ら
岁
し
て
實
に
物
價
に
關
す
る
一
般
的
貨
幣

五

四
六

•

學
說
な
6

、
而
し
て
論
述
の
範
圍
は
貨
物
の
代
價
の
變
‘ 

動
の
み
な
ら̂

有
價
證
券
の
を
れ
をRP

包

合

せ

^

る
べ 

か
ら
本
，、
故
に
議
論
は
附
表
に
示
せ
る
於
如
く
自
ら
ニ 

部
に
分
杧
る
、
從
來
は
賢
物
及
有
價
證
券
の
代
價
の
變 

動
の
原
因
は
同
一
な6

M
J

考
へ
ら
れ̂

れ

ど

；
^
少

し

く 

思
を
致
す
蹄
は
雨
者
の
間
に
大
な
る
相
違
の
存
す
る
こ 

と
を
知
6

得
べ
く
叉
前
揭
附
表
に
よ.り
て
S

明
に
觀
取 

し
得
ら
る
.

、
所
な
6

、
今
は
右
附
表
の
全
部
に
就
て
論 

卞
る
の
睱
な
き
を
以
て
本
論
に
於
て
は
第
一
、
貨
物
代 

憤
の
變
'1
1

に
聰
^.

、
ノ
,#
;

價
の
平
準
に
影
響
^
及
す
諸
原 

因
中
、

口
の

一三
四
五
卽
、
金
產
額
の
增
加
、
獨
占
、
奢 

後
及
役
機
の
み
に
就
て
論
匕
他
は
*
略
す
る
と
と
せ
む

.

=

.

左
記
の
諸
提
案
は
物
價
變
動
の
原
因
の
甚
礎
杧
る
べ 

き
#

價
論
の
眞
髓
を®

含
す
る7
5
P

の
なO

と
信̂

一
、
貨
物
の
代
價
は
之
と
交
換
す
べ
き
一
定
の
標
準 

物
の
分
量
に
よ6

て
計
ら
る
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.

ニ
、
代
價
の
變
動
は
貨
物
の
供
紛

(

生
産
費
を
合
む) 

狀
態
に
影
響
す
ベ
き
變
動
に
$
基
因
す
ベ
く

叉
金
の
需 

要
供
紛
の
變
動
に
名
基
因
す
べ
し

三
、
同
一
の
狀
態
の
下
に
於
て
は
金
の
增
加
は
物
價 

を
引
上
ぐ
る
の
傾
向
あ
れ
ど
金
の
供
給
增
加
す 

る
S

新
な
る
需
要
發
生
し
て
之
を
相
殺
す
る
峙
は
物
價 

變
動
の
原
因
は
去
つ
て
之
を
貨
物
の
生
產
販
寶
に
關
す 

る
諸
影
響
に
求
め
次
る
ベ
か
ら^

四
、
貨
物
に
對
す
る
有
效
需
要
は
購
買
者
の
購
買
力 

に
ょ
6

て
制
限
せ
ら
る
、t.
の
.購
買
力
は
流
通
せ
る
交 

換
媒
介
物
に
等
し
/;
>
ら
次
る
こ
と
猶
社
會
に
於
け
る
交 

換
し
得
べ
き
富
の
總
額
が
流
通
せ
る
貨
幣
の
總
額
に
等 

し
か
ら
ざ
る
於
如
し

五
、
代
價
の一

般
的
平
準
は
個
々
の
代
價
ょ
ろ
獨
立 

it

る
名
の
に
あ
ら
市
、
何
.̂
な
れ
ぱ
個
々
の
寶
手
及
賈 

手
の
形
成
す
る
幾
多
の
個
々
の
代
價
の
結
果
^
ら
次
る

1

般
的
の
平
準
な
る
名
の
な
き
を
以
て
な
れ
ど 

物
價
を
表
は
す
標
準
そ
れ
自
ら
似
旣
に
一
個
の
貨
物
な

雜 

錄

る
を
以
<
そ
の
價
値
に
影
響
す
べ
き
原
因
に
關
す
ゐ
考 

Id

之
1C

適
用
せ
ら
る 

一
.

六
、
競
爭
代
價
は
市
場
に
於
け
る
驅
引
に
ょ
つ
<
定 

ま
る
名
の
に
し
て
一
旦
代
價
定
ま
る
肺
は
貨
.

を
^
轉 

，
す
べ
き
信
用
媒
具
は
容
易
に
發
生
す
、
代
價
は
交
換
媒 

I

介
物
の
需
要
に
先
つ
て
決
定
さ
る
る
$
の
に
し
て
代
價 

一
を
表
は
す
べ
き
標
準
物
を
卽
座
に
必
要
と
す
る
^
の
に 

I

あ
ら
卞

七
、
貨
物
に
對
し
て
貨
幣
を
提
供
す
る
乙
と
.
«
そ
の 

.前
に
作
用
せ
し
代
價
形
成
の
諸
の
結
果
に
し
て
を 

の
原
因
に
ぁ
ら
步
、
最
初
貨
幣
を
提
供
す
る
®
^
實
際 

は
貨
幣
を
有
せ
ず
、
唯
處
分
し
得
べ
き
貨
物
を
基
礎
と 

一
し
て
支
拂
の
際
に
發
生
す
べ
き
購
買
力
を
提
供
す
る
に

\

八
、
信
用
は
貨
物
を
標
準
金
に

v

表
は
し
以v

互
に 

.
交
換
す
る
を
得
し
沁
交
換
媒
具
と
し
て
の
金
の
需

*

要
を 

著
し
く
減
少
せ
し
め*

し
く
長
き
期
間
に
於
て
は
物
價..

下
落
の
傾
向
を
沮
止
す 

'

‘

-

3 1

四
七



九
、
鈒
行
の
貸
付
は
所
有
資
本
に
制
限
せ
ら
れ
そ
の 

大
小
は
資
本
の
大
小
に
ょ
る
、
而
し
て
合
理
的
の
貸
付 

の
需
要
は
貨
物
の
交
換
抵
當
物
件
及
投
資
の
機
會
と
共 

に
變
動
ず
o

次
に
龈
行
は
貸
•付
に
際
し
要
求
拂
の
倩
務

\ 

に
對
し
て
一
走
割
合
の
準
備
金
を
所
有
せ
^
る
べ
か
ら 

玄
、
資
本
金
と
手
許
有
高
と
は
貸
付
の
相
對
的
分
量
を
一 

定
め
贷
付
额
と
そ
の
結
果
と
し
て
生
す
る
預
金
の
額
と 

は
準
備
金
の
額
を
定
む
、
銀
行
の
準
備
金
は
貸
付
作
用 

の
結
果
な
6

、
金
が
增
加
す
る
名
事
業
於
之
を
®
求
せ 

ざ

る
限-

O

は
貸
付
を
僧
加
せ̂

る
を
以
て
事
業
の
膨
雙 

は
必
す
しS

P

金
の
增
加
の'
結
果
に
あ
ら̂

、
銀

行

の

資j 

齑
及
貸
付
於
多
き
塒
は
合
法
の
、

^

ff
i

金
に
»
す
る
需
要
一 

を
*

加
す
、故
に.m

 

く
、
現
狀
の
下
に
於
て
は
齦
行
の
準 

^

金
に
新
な
る
金
を
使
用
す
る
ダ
そ
は
禀
業
膨
辰
，
、

%

 

價
引
上
を
來
す
べ
き
重
要
な
る
勢
力
に
あ
ら
^

と
、

+

現
に
存
す
る
金
の
量
か
多
大
な
石
を
以
ズ
假
令

j 

多
額
の
產
出
あ
る$

1

般
貨
物
に
關
聯
し
て
の
金
の
世 

界
的
價
値
基
し
く
變5

し
む
る
こ
と
な
し
、
次
に

急
速
な
る
代
價
の
變
動
は
貨
物
市
場
に
於
け
る
諸
影
響 

貨
物
需
要
の
投
機
的
變
動
及
事
實
を
離
れ
兌
る
心
理
^

 

影
響
に
歸
す
べ
き
の
な-0

。

H

物
價
平
準
に
於
け
る
變
動
の
原
因
を
發
見
せ
ん
と
す 

る
に
當
て
は
物
價
を
言
ひ
表
は
す
べ
き
金
本
位
に
影
響 

す
る
原
因
を
解
決
す
る
を.要
す
。
物
價
の
平
準
は
合
成 

物
に
し
て
之
於
發
生
の
原
因
多
し
、
他
界
に
於
け
る
金 

の
供
給
僧
す#

は
他
の
事
情
同
一
な
る
限6

は̂

の
賀 

値
を
減
ヒ
物
價
を
騰
貴
せ
し
む
る
の
倾
向
ぁ
ろ
、
故
に 

或
時
期
に
於
け
る
物
價
平
準
の
變
動
の
原
因
を
知
ら
ん
. 

と
す
る
に
當
つ
て
は
金
の
增
加
の
事
實
を
述
ベ
然
る
後 

『

他
の
事
經
の
影
響
を
研
究
せ
次
る
べ
か
ら
步 

5t

つ
金
に
關
し
そ
の
貨
幣
用
の
需
©
と
非
貨
幣
弔
の 

需
要
と
を
檢
せ
む
、
非
貨
幣
用
の
需
要
を
見
る
に
美
術 

上
の
消
#

に
關
す
る
統
計
は
精
確
な
ら
す
、

一
四
九
三 

;
1

八
五
〇
年
問
に
於
け
る
仳
界
の
金
の
總
產
額
は 

三
十_

1

億
五
千
八
百
萬̂

な
る
？一

A

五
0

_

厂
於
て

169

利
用
し
得
べ
か6

し
額
は
知
る
を
#
，
る
名
恐
ら
く
は 

ニ
十
億
弗
を
出
で
ヒ
、

一
八
五

一
——

一
八
九
五
年
間 

の
產
額
は
五
十
六
僚
四
千
一
百
萬
弗
に
し
て
美
術
上
の 

消
费
を
年
々
五
千
萬
弗
と
し
都
合

1
I

十

1

一
億
五
千
萬
卯 

を
差
引
く
辟
は
殘
額
三
十
三
僚
九
千
*
百
萬
沛
な
る
ベ 

し
一
八
九
六——

一

丸
〇
五
年
間
の
產
額
ー

一

十
八
億
九 

千
九
百
萬
弗
に
，
レ
て®

額
十
億
弗
を
減
す
る
‘#
は
十 

八
億
丸
千
九
百-̂
弗
と
な
る
べ
し
、

一
丸
〇
六
年
よ
/ゾ 

1

九 

一
◦

年
に
至
る
四
ヶ
年
の
產
額
は
十
六ft弗
に
し 

て
浪
费
額
を
差
引
き
十
二
僚
弗
を
得
べ
し
、
か
く
し
て
' 

一
九 

一o

年
に
於
て
利
用
し
得
べ
き
金
の
額
は
八
十
八 

億
九
千
萬
弗
と
な
る
べ
し

.

余
に
對
す
石
貨
幣
上
の
需
要
は
一
の
將
徵
を
有
す
、 

世
界
の
商
業
國
は
金
の
供
給
上
の
困
難
の
除
去
せ
ら
る 

る
や
否
や
金
貨
制
度
を
採
用
せ
ん
と
す
る
の
傾
向
あ
る 

こ
.

と
郎
之
な
6

、

一
八
五
三
年
米
國
先
づ
そ
の
例
を
開 

き
<

よ
6

獨
、
燠
、
印
度
、
ラ
テ
ン
同
盟
諸
國
之
に
從 

へ
6

、
當
塒
は
金
の
騰
貴
從
っ
て
物
價
下
落
の
辟
代
な

み

し
を
以
て
前
記
諸
國
の
金
の
儒
喪
は
物
價
の
變
動
と 

は
何
等
の
關
係
な
き
思
想
に
基
け
る
？
の
な
6

し
が
金 

の
採
用
の
運
動
は
依
然
と
し
て
進
行
せ
6

、
加
ふ
る
に 

1

八
五
一——

九
五
年
間
に
於
け
る
金
の
產
額
の
增
加 

は
當
滕
め
現
存
額
に
比
し
て
著
し
く
多
か
.
6

き
こ
の
大 

な
る
金
產
_

乙
を
諸
商
業
國
民
を
滿
足
せ
し
め^

る
；P

 

の
な
れ
、
今

期(

一
八
九
六一

0

九
〇
九)

に
入
6

 

て
$

金
本
位
運
動
は
猶
行
は
れ
杧6

、
3

き
に
諸
國
於 

金
を
採
用
せ
し
は
物
價
下
落
の
肺
代
な
6

し
に
反
し
て 

此
辟
は
物
價
騰
貴
の
肪
な6

し
に
？
係
ら
す
露
、
，
日
、 

南

米

諸

邦

等

は

銀

を

去

細

亞

、
阿
非
利
加
諸
地
方 

は
新
に
金
を
採
用
せ6

、
加
^
る
に
英
米
の
如
く
外
し 

く
金
本
位
を
採
用
せ
る
國
に
於
て
$
商
業
の
增
進
と
共 

に

金
を
要
す
る
事
益
々
大
と
な
る
.、
6«

金
に
#

ず
る
最
近 

の
需
要
は
恰
？
瘡
に
增
加
せ
る
供
給
と
步
武
を
等
し
ぅ 

す
る
於
如
く
な
る
こ
と
及
口
ン
ド

V

へ
到
着
す
る
金
は 

歐
淡
其
低
の
^
?
國
の
爭
て
取
得
、せ
o

と
す
る
所
な
る
こ 

と
は
充
分
に
考
慮
に
入
れ
次
る
べ
か
ら
ナ
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貨
幣
用
及
美
術
用
の
金
の
需
要
の
外
に
XI

ス
チ
ヤ
ィ 

ル

ド

家
.®

の
私
人
營
業
者
の
有
す
る
多
額
の
金
を
名
考 

へ
次
る
べ
か
ら
ず
、
燠
匈
、
佛
、
伊
、
米

(

グ
リ
I

ブ
ラ 

ン
ド
執
政#

代

)
の
諸
國
はS

、

る
貯
菩
よ
6

そ
の
供 

給
を
受
け
て
而
名
そ
の
準
備
を
著
し
く
減
^

る
こ
と
な 

か
6

き
以
上
吾
人
は
常
に
變
卞
る
こ
と
な
し
と
考
へ
ら
る
る 

『

他
の
事
情』

の
中
に
就
て
金
の
需
要
の
一
要
素
を
硏
究 

'

せ
6

、物
價
騰
貴
せ
み
最
近
滕
代(

一
八
九
六
丨
一
九
〇 

九

)

に
於
け
る
金
の
需
要
が
物
價
下
落
せ
る
前
塘
代

(

一
 

八
七
三
丨
丸
六)

に
劣
ら
次
る
こ
と
を
示
す
幾
多
證
據 

の
存
す
る
名
の

*

る
な

6

。

四

.

■

1

八
九
六
年
以
來
の
物
價
騰
貴
の
原
因
は
未
だ
硏
究 

せ
ぎ
る

『

他
の
事
情』

の
中
に
之
を
求
ひ
ぺ
き
於
如
く 

見
ゆ
、
3

れ
ど
是
等
の
點(

第
一
、
ロ'

つ1
1
7

0 )
$ ))

に 

就
て
は
詳
論
の
遑
な
し' 

(

f

(

(

(

關
桃
、
粗
税
、
勞
働
組
合
及
高
き
勞
銀
、
生
產
增
加

を
來
す
べ
き
農
業
狀
態
の
變
動
等
は
明
白
、
叉
敷
衍
を 

要
せ
ず
、

一
八
九
七
年
デ
ン
グ
レ
ー
條
例
の
通
過
後
多 

數
の
物
價
は
急
激
に
騰
貴
せ6

加
ふ
る
に
勞
銀
、
生
產 

費
の
增
加
は®

て
代
價
の
騰
貴
を
藏
起
せ6

、
さ
れ
ど 

物
價
の
騰
貴
の
最̂P

重
な
る
原
因
は
農
業
狀
態
の
變
動 

に
伴
ふ
食
料
品
代
價
の
®
加
に
し
て
新
な
る
金
の
供
給 

と
は
全
く
獨
立
し
て
作
用
せ
る

『

他
の
事
情』

の
一
な
6

 

一
八
九
〇
年
に
於
け
る
物
價
下
落
に
ょ
6

て
示
さ
れ
*

 

る
產
業
の
利
益
は
關
税i

農
作
不
.
M

と
最
近
の
農
業
に 

於
け
る
高
き
生
產
费
と
に
ょ
ん
ノ
て
失
は
れ
<

6

と
云
ふ 

g

過
言
に
あ
ら」

>

次
に
*

胄
の
生
產
费
と
猜
费
者
の
事
實
支
拂ふ
代
價 

u

w

g

に
於
て
代
價
決
定
の
作
用
を
な
す
諸
原
因
を
ば 

口
三
四
五
に
就
て
綁
究
せ
次
る
ベ於
ら
ず
獨
占
的
企
業 

の
存
在
の
理
由
は
代
價
の
制
®

及
競
爭
の
防
止
に
あ 

6

、
然
し
生
產
費
は
代
價
と
何
•等
の
直
接
關
係
な
き
今 

B

の
產
業
組
織
に
於
て
は
獨
占
は
取
引
に
際
し
て
そ
の 

堪
え
得
る
限6

の
最
裔
額
を
課
す
る
の
餘
地
あ
ろ0

富

；171

の
增
進
の
結
果i

し
て
小
寶
商
は
高
價
を
貪
る
、
富
者 

は
之
を
意
に
介
せ̂

る
名
贫
者
は
如
何
に
す
べ
き
、
富 

者
の
奢
侈
は
一
般
經
費
を
引
き
上
げ
^

6

、
所
得
小
な 

6

と
*

^

P

代
價
に
相
違
あ
る
べ
於
ら
^
、
寶
手
の
要
乘 

す
る
於
儘
に
支
狒
は
^
る
べ
於
ら
次
る
脖
代
に
達
せ 

i

組
織
的
の
服
寶
に
對
す
る
叉
袓
織
的
の
購
買
を
以 

<

せ
次
る
べ
於
ら5'
'

る
な
6

。

.

加
ふ
る
に
生
産#

の
增
加
、
聯
合
に
基
く
物
價
の
騰 

貴
は̂

^

に
好
機
會
を
與
へE

に
一
層
の
騰
貴
を
來
し 

直
接
に
は
聯
合
の
利
益
と
な6

間
接
に
は
を
の
產
業
の 

株
券
に
投
機
を
生
梦
。
役
機
的
狀
態
は
金
の
供
給
に
先 

も
叉
は
之
と
獨
立
しv

發
生
消
滅
す。

.

物
價
平
準
最
近
の
變
動
及
其
原
因

フ

ィ

、ン

ヤ
I

予
は
從
來
の『

貨
幣
數
量
說』

は
根
本
に
於<

正
し
. 

i

信
^
る
名
の
に
し
て
ラ
フ
y

ン
敎
授
の
提
案
の
大
部 

分
に
賛
成
す
る
能
は
岁
、
拙

著『

貨
幣
の
購
買
力』

第 

雜 

錄 

.

十
二
章
中
必
要
と
認
む
る
部
分
を
再
錄
し
<
諸
君
に
配 

布
せ
し&

1

は
物
價
平
準
の
理
論
的
決
定
方
法
七
論
せ 

ん
と
す
る̂

p

の
_に
あ
ら
す
し
て
過
ぐ
る
十
五
年
間
に
於 

け
る
物
價
の̂
^

貴
1C

關
す
る
統
計
を
數
量
が1C
哥
呀
せ 

^

る
名

の
な•

C
N。

予
の
考
に
よ
れ
ば
物
價
平
準
の
因
果
の
理
法
は
各

 々

の
貨
物
の
代
價
の
因
果
の
理
法
と
は
全
然
異
れ
6

、
個 

個
の
貨
物
の
需
要
供
給
に
よ
/ジ
て
物
價
平
準
を
決
定
す 

る
こ
と
能
は3'
'

る
は
猶
個
々
の
波
濤
に
よ6

て
潮S

S

の 

平
準
を
決
定
す
る
乙
と
能
は
次
る
财
如
し
、
物
價
と
物 

價
平
準
i

は
全
く
異
6

從
つ
て
異
れ
る
說
明
を
要
す
、
 

各
需
要
者
供
紿
者
は
貨
幣
の
單
位
に
於
て
そ
の
需
要
供 

給
を
表
は
し
從
つ
て
貨
幣
の
購
買
力
を
前
提
と
す
る
を 

以
て
貨
幣
の
雕
賈
ヵ
に
變
動
ぁ
れ
ば
各
々
の
需
要
供
給 

に
$

變
動
を
生
^
、
個
々
の
代
價
は
一
般
的
物
價
平
準 

を
豫
想
し
前
提
と
す
る
を
以
て
一
般
的
物
價
平
準
よ
6

 

し
て
個
々
の
物
價
に
論
及
す
る
を
芷
し
き
順
序
な
6

と 

す
。

五
五1



m

72

需
要
と
供̂

と
は
個
々
の
代®

を
論
穿
る
.に
與
つ
て 

力
あ
る̂

P

 

j

般
的
物
價
平
準
を
論
す
る
に
當
つ
て
は
然 

ら
步
、
後
者
はM

V

十M
、
V
、
=
P
T

な
る
交
換
の
方
程
式 

に
よ
つ
て
定
ま
る
名
の
に
し
て
是'0『

貨
幣
數
量
說』

を 

多
少
の
考
案
を
加
へ
て
代
數
的
に
表
は
す
名
の
な
ろ
、 

こ
の
式
に
於
て
财
は
流
通
せ
石
貨
幣
の
分
量
、
y

は
そ 

の

證

Q

速
度
、
M

は
小
切
手
支
拂U

應
ず
べ
き
預
金 

額

V

?

の
流
通
の
速
鹿
、T
■

は
質
易
の
分
量(

物 

價
平
準
に
關
せ
岁
に
、
換
言
す
れ
ば
或
る
物
價
平
準
の 

甚
礎
-V

考
へ
ら
れ
*

る)

、
而
し
て
?
は
方
程
式
に
於
け 

る
之
等
五
個
の.
數
暈
よ
-o

.

生
ヒ
來
る
所
の
一
般
的
勿 

價
年
準
を
表
は
すS

の
ス
す
、
此
の
方
呈
式
の
み
に 

て
は
何
れ
が
原
因
に
し
て
何
れ£

果
I

や
を
知
る 

を
得
次
れ
とS

或
る
考
案(

此
處
に
は
論
せ
亨)

に
よ 

6

て
13

は
方
程
式
よ-
0

算
出
し
得
ら
る
べ
し
、
乍
常
の 

場

合

に

ぁ

は
M

の
®

加

は

の
！
？

加
を
伴
f

>

¥

又
は̂
.
1

に
は
铜
等
の
影
響
を
％
及
ぼ3

す
、
&

に
3

丄
 

は̂
;

に
正
比
例
し
て
變
動
せ
次
る
べ
か
ら
^
、
方
程
式

五
塞

の
各
項
間
の
因
果
關
係
は
多
く
のA

に
よ
6

て
諭
せ
ら 

れ
、冗
る
於
事
の
結
末
は
從
來
の

『

貨
幣
數
量
說』

の
侬 

然
と
し
て
眞
な
る
こ
と
及
普
通
の.狀

態

に

於

て

.
は

物

賀 

平
準
は
流
通
せ
る
貨
幣
の
數
量
と
全
然
比
例
す
る
こ
と 

に
歸
着
す
、
勿
論?

に
影
響
す̂

方
程
式
の
五
要
素
好 

悉
く
同
蹄
に
變
動
す
る
こ
と
あ
る
を
以
て
或
る
峙
J

の 

間
に
於
て
M

/ p
f

に
影
響
す
る
唯
一
の
要
素
な6

と
確 

言
す
る
？
の
に
は
あ
ら
梦
、
之
等
の
要
素
は
そ
れ
ぐ 

以
前
に
存
在
す
る
諸
原
因
の
結
果fcる
名

の
な
る
ザ 

そ
の
原
因
女
る
や
乂
ぎ
マ
ア
及
了
の
中

一

個
若
く
は
數 

個
を
通
じ
て
な
す
に
あ
ら
步
ん
ば
一
般
的
物
價
平
準
に 

何
等
の
影
響
を
名
及
し
得
る
名
の
に
は
あ
ら
.ず 

方
程
式
の
是
等
五®

素
は

0

0

に
よ
6

て
得
ら
る
ベ 

き
を
以
て
、
物
價
平
準
の
因
果
關
係
を
ば
交
換
の
方
程 

式
を
通
匕
て
作
用
す
る
是
等
五
原
因
に
歸
す
る
の
說
を 

正
し
と
假
忠
す
る
辟
は
^
の
盧
は 

T
D

 

丨

K

V

 

+

 

M
、

<!
、
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な
る
公
式
.

に
よ
6

て
算
出
す
る
を
得
べ
し
、
か
く
し
て 

得
允
る
!5
の
値
を
ば
勞
鈒
及
有
價
證
券
の
代
價
を
相
當 

に
斟
酌
し
て
勞
働
局
の
に
よ
つ
て
示
さ
れ
.
*
る
物 

價
平
準
の
5f
K

の
統
ft

と
比
較
す
る
時
は
兩
者
は
實
に 

よ
く
，一
 

致

し『

貨
幣
數
釐
說』

の
確
か
な
る
こ
と
及
統 

計
の
正
確
な
る
乙f
こ
を
知
6

得
べ
し
。

予
は
方
程
式
の
六
個
の
項
を
聯
結
す
る
方
法
に
よ
つ 

て
r

-

の
統
ft

的
結
果
を
示
すU

次
の
天
秤
の
圖
を
以
て 

せ
ろ 

.

i

 

,

l l
t l
I I

1

1

布
一
M

銀
行
帳
簿
と
は
支
點
の

—

1

1

づ
&

®i

,

左
方
一
定
の
距
離
の
點 

, 

に
懸
6

其
距
離
は
南
者 

の
流
通
の
逑
度
郎V

及
に
一
致
せ
し
め
而
し

<

右
方 

に
«

1̂
.

を
表
は
す
貨
物
入
袋«
6

そ
の
支
殷
よ6

の
距 

離
は
物
價
平
準?

を
表
は
す
、
此
の
圖
に
於
てM

の
重 

量
於
增
加
す
る
蹄
は
他
の
事
情
の
同

一

な
る
限
6

«

T

を
猶
右
方
へ
送
ら
次
る
べ
か
ら
岁
、
卽
P

の
增
加
を
來 

す
べ
し
、
同
欉
に̂

は
犯
マ̂
-

の
增
加
叉
は
’ュ
の
減
少 

に
よ
6

て
增
加
す
べ
し 

過
ぐ
る
十
四
年
間
に
於
て
是
等
の
六
要
素
に
生
匕
杧 

る
變
動
を
見
るt

流
通
貨
幣
は
一
ー
倍
と
な6

小
切
手
支 

拂
に
應
す
べ
き
預
金
は
三
倍
と
な6

そ
の
流
通
の
速
度 

は
各
！
稍
-

壻
し
而
し
て
⑴
は
ニ
倍
と
な
れ
ろ
、
卽
ち
知 

る
是
等
五
要
素
に
於
け
る
變
動
の
結
果
と
し
て
物
價
は 

約
三
分
ノ
一
一

 

騰
貴
せ
る
こ
と
を
、

一
九
〇
七
年
の
恐
慌 

脖
に
預
金
好.
非
常
1 C

增
加
し
^
る
は
事
實
な
る
名
そ
の 

增
加
の
大
部
分
は
流
通
貨
幣
の
分
量
の
增
加
に
歸
す
ベ
■ 

き.
名
の
な
6

、
嘴
前
者
'が
後
者
に
關
聯
し
て
增
加
せ
る 

限
6

預
金
の
增
加
は
物
價II
貴
の
獨
立
の
原
因
と
課
め 

得
べ
し
、
故
に
物
價
に
影
響
す
る
次
の
五
原
因
、
卽 

め
一
、
流
通
せ
る
貨
幣
の
數
量

(

M

 

}

.

ニ、貨幣
に
關
聯
し
て
考
へ
杧
る
、
小
切
手
支
拂
に 

應
梦
べ
き
預
金
額̂

ー
从.)

三
、一

の
速
度(

V

)



174

雜 

' 

錄

.

四
、
ニ
の
速
度9

)
.

五
、
貿
易
の
分
量(

T

)

.
の
相
對
的
重
要
の
度
を
思
考
せ
次
る
べ
於
ら
卞
へ
而
し 

て
最
名
よ
く
こ
の
目
的
を
達
す
る
の
方
法
と
し

て「

苦 

し
是
等
の
中
何
れ
*>
一
 

财
年
來
不
動
な6

し
な
ら
む
に 

は
そ
の
結
果
は
如
何
な
る
ぺ
き
£」

を
硏
究
し
て
次
の 

結
果
を
得
^

~

り
、
日
く
、

一
 

九
〇
九
年
に
於
け
る
物
價 

平
準
は(

1
)

流
通
貨
幣
が
變
動
せ
岁
ん
ば
實
際
よ

6

 7
5
P

 

四
割
五
分
低
く(

ニ)

相
對
的
預
金
於
變
せ
す
ん
ば|
1

割 

三
分
低
く(

三
.

)

貨
幣
流
通
の
速
度
於
變
せ
す
ん
ば一
分 

低
く 

(

四)

相
對
的
預
金
流
通
の
速
度
於
變
せ
岁
ん
ば
ニ 

割
八
分
低
く
而
し
て(

五)

質
易
額
於
變
せ
次6

な
ら
ん 

に
は
實
に
十
割
六
分高
か

6

し
な
ら
ん
、
と
'
之
に
よ6

 

て
見
れ
ば
始
め
の
®

要
素
の
變

»

は
物
價
を
高
む
る
の 

傾
向
あ

6

し
に
反
し

て
質
易
に
於
け
る
變
動
は
之
を
下 

ぐ

る
.

の
傾
向
あ

6

.

而
し
て
前
四
者
の
相
對
的
重
要
の
度 

は
上
記
の
百
分
率
に
て’
次
の
如
く
示3

る
べ
し

Y

の
重
要
の
度
は 

一

3t
3t

四

1\
P

I

M

 

グ 

二
三

Yx
グ 

二
八
• 

•

一

.

M

グ 

四

芄
.

j

卽
貨
幣
の
分ft
'

増
加
の
重
要
の
度
は
他
の
何
れ
に
名
約 

二
倍
す
、
こ
の
硏
究
は
あ
ら
ゆ
る
物
價
引
上
原
因
の
凡 

て
を
合
む
、
思

ふ
に
世
間
物
價
平
準
を
引
上
ぐ
る
原
因 

は
無
數
に
あ
る
べ
し
と
雖
洛
そ
は
上
.記
四
原
因
叉
は
第 

五
の
貿
易
分
量(

最
近
物
價
を
引
下
ぐ
る
の
傾
句
あ6
 

し

)

を
通
匕
<

の
み
作
用
し
得
る
名
の
な6

、 

故
に
吾
人
は
結
論
し
て
日
く
、
最
近
十
五
年
問
に
於 

け
る
物
價
騰
貴
の
主
杧
る
原
因
は
流
通
貨
幣
の
壻
加
に 

あ
6

と
、
而
し
て
こ
の
貨
幣
の
增
加
は
疑
^
?
な
く
金
產 

、
額
の
增
加
に
よ
る
？
の
な6

同
様
に
物
價
引
上
の
他
の
三
要
素
の
背
後
に
は
其
外 

—

の
物
價
引
上
の
原
因
の
作
用
あ
る
を
發
見
せ
む
、
特
に 

M

卽
小
切
手
支
拂
に
應
チ
べ
き
®
金
額
の
増
加
は
人
口 

.

の
都
市
集
中
に
よ
る
な
ら
ん
、
歐
洲
諸
都
市
に
於
け
る 

流
£

の
述
度
に
關
す
る
ピ
工
ー
ル
デ
ゼ
ツ
サ
ー
ル
，の
^

.
計
は
人
口
の
密
度
大
な
れ
ば
大
な
る
程
銀
行
勘
定
愈

 々

_

活
纖
に
銀
行
預
金
の
流
通
速
度
益
々
大
な
る
を
示
す 

こ
の
硏
究
の
副
産
物
と
し

v

阈
內
.の
取
引
の
現
金
及 

.
小
切
手
に
ょ
.り
て
行
は
る
、
正
確
な
る
比
例
を
得'^
6
 

卽
始
金
に
で
行
は
る
、
取
引
總
額
は
，
一
八
六
九
年
に
は 

一
割
四
分
な6

し̂

P

の
一
九
〇
丸
年
に
は
九
分
と
な
れ 

6

/P

く
て
吾
人
は̂

國
の
取
n

r

>

e>
一
 

{#»
が
現
金
に
て
行 

は
れ
九
割
於
小
切
手
に
て
行
は
る
と
ぃ
ふ
實
業
家
の
言 

の
眞
な
る
を
發
見
せ6

、

貨

幣

と

物

價(

討

議)

デ

ィ
I

エ

フ

ハ
.

ウ
.

ス
ト
ン

物
價̂
^

1

M

.の̂
^

及
之
が
原
因
に
關
す
る
諸
說^
^

々̂
 

る
こ
と
今
猶
四
十
铝
前
に
於
け
る
が
如
し
、
予
は
ラ
プ 

リ

ン
敎
授
の
議
論
の
綱
要(

附
表)

を
一
見
す
る
や
ヶ 

ヤ
ン
ズ
の『

物
價
騰
貴
に
關
す
る
說
は
甚
だ
多
け
れ
ど 

名
多
く
は
主
土
し
<
金
の
新
發
見
に
歸
す
る
に
ー
致
せ 

17
5

る
名
の
、
如
し
、或
は
一
般
商
業
の
增
進
、
同
盟
罷
エ
の 

雜 

雜

影
響
、
需
給
關
係
の
變
動
等
を
擧
げ

y

之
を
杏
認
す
る 

%

の
ぁ
る
名
根
本
的
に
誤
れ6

、
物
價
騰
貴
の
說
明
は 

生

產

费

(

生
産
に
於
け
る
實
際
の
諸
困
難

)

の
增
加
义 

は
貨
幣
版
得
の
®
用
の
減
少
の
一
一
の
外
に
出
づる
を
得 

梦』

と
の
名
論
を
想
起
せ̂

ん
ば
な
ら
玄
、
■予
は
物
價 

を
高
む
る
の.
«

向
あ
る
、
貨
物
生
産
費
に
關
す
る
諸
原 

因
の
作
用
あ
6

し
こ
と
を
認
む
る
％
而
名
ラフ
リ
シ̂
 

授
に
反
し
て一

八
丸
六
年
以
來
の
物
價
騰
貴
の
主
杧
る 

原
因
は
金
產
額
の
著
し
き
增
加
及
信
用
の
著
し
き發
S 

に
存
す
る
t

と
を
主
張
せ
ん
と
欲
す
る
％
の
な.
o

金
の
產
額
は

(

單
位
百
萬
弗

〗

一
四
九
三

一

I
一
 
八
五
〇

三
、
一五〇 

一
八
五

一
——

一
八
丸
五
五
、六四一 

一
八
丸
六
-
一丸〇五

ニ

、九〇〇

一
四
九
三——

•

一
八
九
五
八
、八
〇
〇 

1

八
九
三

-

—

一
九

O

五

一
1
、

七
〇
〇 

1

九
〇
五

-

-

-

-

-

一

九
〇
九
一
七
〇〇
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.

雜

.錄

1

八
九
六
年
以
來
の
金
の
總
額
は
一
九O'
九
年
末
に
於 

て
四
十
六
億
弗
と
な
6

ア
メ
リ
カ
發
見
以
來

一
八
九

"!
£

 

年
に
至
る
四
百
年
間
め
生
産
額
の
半
ば
以
上1C達
せ
6
 

ィ
五
年
辑
に
か
く
の
如
き
多
量
の
生
產
あ
-o

し
ょ
6

見 

れ
ば
之
等
の
金
：於
盡
く
般lis

れ

允

す
る
，

p

物
賈 

に
大
影
響
'?
:
與

へ允
ろ
と
の
推
定
を
生
岁
、

一八
九
五 

年
に
至
る
四
百
年
間
の
金
の
大
部
分
於
失
は
れ
生
產
當 

埙
ょ
6

は
*
し
く
そ
の
額
を
減
少
せ
る
事
を
考
ふ
る
滕 

は
金
が
過
去
十
四
年
間
に
於
け
る
物
®
騰
貴
.に
影
響
せ

1

八
五
〇

1
.

八
七
三
年
は
佛
國
を
除
く
の
外
は 

西
洋
諸
國
に
於
て
は
金
の
增
加
著
し
か
ら
次
6

し
に
名 

係
ら
岁
物
價
騰
貴
せ6
0

 

.
j

八
七
三——

J

八

丸

晕
 

は
一
不
四
僚®

の
金
の
產
出
あ6

心
に
％
係

ら

岁

物
.1
. 

下
落
せ
，

o

此
肺
期
は
生
產
费
馘
少
に
ょ6

產
業
#

:N

 

活
潑
に
金
貨
本
裳
採
用
さ4

し

當

し

v

新
金
銀
は 

盛
に
先
進
後
進
の
諸
國
に
送
ら
れ
然
ぢ
全
く
需
要
を
滿 

す
能
は
次
6

き
。〗

八
九
六
年
以
後
は
合
理
的
貨
幣
制

逬
泜
六

度
の
樹
立
に
ょ̂

N

て
信
用
恢
復
し
金
は
增
加
し
產
業
は 

繁
昌
し̂

れ
ど
名
十
丸
低
紀
末
に
行
は
れ
杧
る
舣
如
き 

.
發
達
を
見
チ
、
予
は
生
產
费
減
少
於
沮业
さ
れ
允
る
の 

み
な
ら
す
稍
增
加
し
^

る
こ
と
を
認
む
る
％
の
な
れ
ど 

?
未
だ
こ
の
增
加
财
最
近
十
四
铝
間
に
於
け
る
物
價
騰 

貴
を
說
明
す
る
に
充
分
な
る
を
見̂

、
食
料
ロ
10

の

嚼
'|
|
1 

於
人
ロ
及
需
要
品
の#

加
に
伴
は
次
6

し
と
の
事
實
は 

.最
洛
有
力
な
る
反
對
說
な
れ
ど
？
之
を
以
て
果
し
て
充 

分
に
說
明
し
得
ら
る
べ
きや
、
殊
に
米
國
及
諸
外
國
に 

於
け
る
農
業
の
發
展
を
見
る
辟
は
益
-
疑

なき
能
は
^
 

最
近
十
四
年
間
に
於
て
最
^P

多
く
金
を
取
得
せ
し
は 

米
、
佛
'

獨
、
英
に
し
て
就
中
信
用
組
織
の
最
^p

發
達
し 

金
の
效
果
最
名
增
進
せ
る
は
米
國
を
以
て
第

|

と
す
る 

は
衆

め|

致
す
る
所
な
6

°
米
國
造
幣
局
長
の
報
告
に 

ょ

れ

ば
|

八
九
五
年
に
於
け
る
金
の
菩
積
高
は
五
億

一| 

百
萬
^

な
れ
ど
％ 

j

九
〇

九
年
に
は
十
六
億
千
二
百 

萬
弗
に
し
て
十
四
年
間
の
瑁
加
は
過
去
五
十
年
間
の
增 

加

に

殆

ん

ど

二

倍

す

、

而

し

て

.諸

種

の

貨

幣

の

總

額

は

1V7

1

九
〇
六
年

——

一
九
〇
九
年
間
に
て
十
五

.

億
弗
よ

6

 

三

十

I

億
弗
1C

、
法
定
準
備
金
は
四
僚
ニ
千
萬
弗
よ
6

 

八
僚
六
千
萬
弗1C
、
手
許
現
金
は
八
億
七
千
五
百
萬
弗 

よ
6

十
三
.億
七
千
萬
弗
に
、
而
し
て
小
切
申̂

*

に
應 

支
べ
き
預
金
は1

一：百
六
十
萬
弗
よ6

一
 

躍
七
十
億
弗
に 

滑
加
せ
*
^
、
予
は
か
く
の
如
き
偉
大
な
る
增
加
發
達
は 

物
價
騰
貴
の
主
要
な
る
說
明
を
提
供
す
ベ
し
と
信
^

關
稅
の̂

響
名
否
認
す
るt

と
能
は̂

と
雖
？
そ
の 

率
は
南
北
戰
举
當
游
と
變6

な
き
こ
と
、
保
®
關
稅
な 

き
國
に
於
て
？
物
價
騰
貴
の
傾
向
あ
る

t

 

i

M

1C

關
稅 

の
效
果
は
昔
日
の
如
く
大
な
ら
少
そ
の
效
果
の
大
な
る 

tt

物
價
の
鹽
貝
著
し4

ら
や0

る
貨
物
に
對
し
て
な
る
こ 

*

~

0

1

^

^る
ぺ
か
ら
^-

.

勞
働
組
合
及
獨
占
の
物
價
騰
貴
に
影
響
あ

6

し
こ
と 

名
否
認
せ
ず
、
後
者
於
影
響
を
與
へ
杧
る
事
は
諸
種
の

. 

證
據
の
示
す
所
な
れ
ど
名
前
者
に
關
し
て
は
確
な
ら

^

 

勞
働
組
合
の
政
策
に
は
そ
の
團
體
及
社
會
に
有
害
な
る 

名

の
あ

6

芡
健
全
に
し
て
經
濟
的
利
益
を
來
す
名
の
名

あ
6

、
差
引
利
害
何
れ
が
大
な6

や
は
確
な
ら
ず

奢
傻
に

關
す
る
_

^

は
古
今
其
跡
を
絕
杧
次
る
所
な 

る
舻
，今
代
に
於
て
奢
後
が
以
前
ょ
6

^
>
一
 

厝
甚
し
き
や 

否
や
は
不
明
な6

、
奢
傻
邬
ち
經
濟
上
の
徒
費
の
最
％ 

甚
し
き
戰
举
及
そ
の
後
患
は
近
來
十
五
年
間
全
く
そ
の 

跡
を
見̂
.

要
之
、
主：
t

る
西
洋
商
業
國
に
於
け
る
金
の
菩
積
高 

は

一

八
九
五
年
に
は
五
百
萬
弗
を
超
え
次
ろ
し
名
の
次 

の
十
四
年
間
に
於
て
殆
ど
之
と
同
額
の
增
加
を
な
し
其 

中
數
箇
國
は
著
し
く
信
用
制
度
を
發
達
せ
し
め
杧
6

 ヽ

是
等
の
事
*
は
當
然
金
舣
物
價に
罾
罾
し̂

る
主̂

る
 

要
素
な
6

と
の
强
き
推
定
を
生
梦
、
而
して
こ
の
推
定 

を
覆
ず
に
足
に
ベ
き
他
の
推
定
は
未
だ
提
唱
せ
ら
れ
中 

若
し
現
狀
の
下
に
於
て
金
财
物
價
騰
貴
を
生
宇
る
重
な 

る
要
素
に
あ
ら
す
と
せ
ば
予
は
如
何
な
る
狀
態
の
下
に 

於
て
t

の
提
案
、が
正
當
に
認
め
ら
る
べ
き
や
容
易
に
知 

る
を
得̂

る
劣
の
な
6

0
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イ

タ

フ

サ

ユ

ケ

、メラ
.
，......

予
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
敎
授
の
將5C
'
出
版
せ
ん
と
す
る 

物
價
平
準
に
關
す
る
著
書
の
原
稿
を
譲
む
の
«
#
を
得 

把
る
が
其
の
主
^
る
部
分
に
就
て
は
全
く
同
感
な
る
名 

微
細
な
る
點
に
於
て
は
多
少
の
除
外
例
を
設
け
^
る
ベ 

於
ら
梦
、
例
べ
ば
現
金
を
以
て
行
は
る
、
取
引
の
分
量 

に
»:

す
る
¥1

|
合
の
如
き
銀
行
於
小
切
手
使
麻
を
過
大に 

報
告
す
る
の
傾&

ぁ
る
を
斟
敗
せ.3'
'

6

し
名
の
、
如
し

流
通
せ
る
貨
幣
と
物
價
と
の
關
係
を
示
す
フ
ィ
ッ
シ 

ャ
ー
敎
授
の
公
式
は
全
然
予
の
と
同

一

な
6

と
雖
洛
敎 

搜
は
此
公
式
の
說
明
に
於
て
最^p

重
要
な
る
營
業
上
の 

信
用
に
注
意.
せ
ら
れ
ず
、
預
金i

銀
行
の
準
備
金
と
の 

割
#

如
何
は
營
業
上
の
信
用
の
職
と
す.る
所
な
6

。

.

.
個
々
の
商
品
の
代
價
と
一
般
的
物
價
平
準
と
の
間
に 

分
界
を
劃
す
る
こ
と
は
服
し
難
き
の
み

な
ら
ず
敎
搜
の 

貨
幣
學
說
£-

矛
盾
す
敎
授
は
阃
々
の
.代
慣
は
一
般
的
物 

價
平
準
を
豫
想
す
と
云
ふ
名
予
は
雨
者
の
間
に
か
く
の

如
き
區
別
あ
る
を
認
ひ
る
こ
と
能
は
^
、

一
般
の
物
價 

は
個
々
の
代
價
の
钹
合
叉
は

「

綜
八
ロ
^
*」

允
る
に
外 

な
ら
3'
'

る
な
6

0

.ラ
プ
リ
ン
敎
授
の
十
個
の
提
案
に
就
て
云
へ
ば
始
め 

の
五
個
は
普
通
の
槪
論
に.し
.

て
然
$

敎
授
の
前
著
よ6
 

. 

し
て
豫
想
せ
ら
る
よ6

R
P

一
 

層
敎
授
を『

貨
幣
數
量
說』 

に
近
づ
か
し
め̂
6

、
第
五
案
に『

貨
物
の
代
潰
は
之 

と
资
換
す
べ
：き'
一
定
の
標
準
物
の
分
量
な6』

i

あ
る 

を
の
標
準
物
に
し
て本
位
貨
幣
を意
味
す
る
名
の
と
せ 

ば
正
し
き̂

P

若
し
地
金
を
意
味
す
と
せ
ば
全
然
誤
れ
6

 

自
由
鑄
造
の
制
度
の
下
に
於
て
名
鑄
貨
と
地
金
と
の
間 

に
價
値
に
相
違̂

る
を
以
て
な
らo

第
四
案
職
買
力
於 

流
通
せ
る
貨
幣
の
量
と
同
一
に
あ
ら
次
る
こ
と
に
就
て 

は
世
に
異
論
な
か
る
べ
し
。

第
六
第
七
案
を
合
せ
見
る
に

『

代
®.
決
定
は
貨
幣
の 

.

需
要
に
先
だ
つ
名

の
に
し
て
貨
幣
の
提
供
は
以
前
に
作 

用
せ
る
代
價
決
定
の
諸
勢
力
の
結
果
な
.0

』

と
論
せ
ら 

る
、
名
こ
は
皮
相
の
觀
察
よ6

來
る
洛
の
、
如
し
、
貨

.

幣
提
供
？？

p

貨
物
の
提
供̂

P

第 
一#

に
は
あ
ら̂

しV

實 

.
は

を

の

前

に

各

®

%

に
就
て
.

の
.主
觀
的
價
格
な
る
％
の 

あ
6

、
競
爭
、
.選
擇
及
適
應
作
用
の
結
果
と
し
て
之
等 

の
主
觀
的
價
格
の
或
るg

の
が
發
展
し
て
市
價
と
な6
 

當
事
者
雙
方
を
利
す
る
の
代
價
定
ま
6

交
換
起
る
、
市 

價
は
物
貨
に
對
し
<
支
拂
は
れ
杧
る
金
額
に
し
ズ
要
求 

さ
れ
提
供
3

れ
又
は
約
朿
さ
れ̂

る
金
額
に
.は
あ
ら
次 

る
な
ケ

敎
授
の
第
九
案
に
《
服
，し
難
し
、

『

準
備
金
は
貸
付
作 

用
の
結
果
な6

』

.

と
©

.

前
提
は
危
險
な
る
半
®
の
眞
理 

な
.
6

他
.

の
銀
行
業
務
ょ
ろ
名
生
匕
得
べ
け
れ
ぱ
な
り
、

. 

猶

『

金
の
供
絡
增
加
の
寧
實
は>
 

そ
れ
自
身
貸
付
を
赠 

加
せ
し
む
.

る
各
の
に
あ
ら
梦
、
先
づ
銀
行
舣
資
本
を
左 

右
す
る
の
力
を
有
す
る
に
於-c
始
め
て
.

然
る
？
の
な 

6

』

，.
と
0'

前
提
名
人
を
誤6

易
し
、
金
の
供
給
を
れ
自 

ら
は
貸
付
を
增
加
せ.
し
め̂

る
？
普
通
か
、
る
結
果
を 

伴
：ふ
、
銀
行
の
割
引
步#

と
準
備
金
の
狀
態
は
貸
付-|1
 

17
0

定
に
罾
*

す
ぺ
き
«

カ
な
る̂

«

な
ぅ
、
，
氏
の
前
提
は

健
全
に
».

あ
ら
チ
、’
膜
分
徵
全
な6

と
す
る
名
之
よ6
 

し

て『

*

*

の̂

|1
8
は
金
の
供
給
增
加
の
直
接
の
結
果 

に
は
あ
*̂

す』

と
の
結
論
は
生
匕
來
ら
岁
、
正
常
な
る 

因
果
の
關
係
は
金
の
產
額
增
加
す
る
滕
は
貨
幣
用
の
金 

の
分
量
を
著
し
く
增
加
す
と
い
ふ
に
あ
6

、
個
人
の
貨 

幣
所
得
壻
加
す
る
塒
は
貨
幣
單
位
の
價
値
の
評
價
を
下 

げ
主
觀
的
價
格
は
上
ろ
其
結
果
代
價
は
騰
貴
す
、
+
銀
行 

は
個
人
よ
6

預
金
を
受
取6

準
備
金
增
加
す
る
辟
は
割 

引
步
合
を
下
げy

貸
出
に
力
む
、
n

l

ル
マ
ネ
I

の
僧 

.

加
に
よ
6

て
投
機
市
場
は
刺
戟
^
れ
信
用
と
企
業
と
の 

膨
脹
を
見
、
於
く
し
て
程
な
く
新
な
る
金
は
以
前
よ
6

 

高
め
ら
れ
女
る
物
價
平
準
と
附
け
景
氣
と
の
中
に
®
收 

せ
ら
る
、
前
®

紀
に
於
け
る
力y

フ
才
ルn

ア
及
オ
1

 

ス
ト

.
ラ

リ

ァ
の
金
鑛
發
見
後
の
狀
態
と
最
近
の
著
し
き 

金
產
額
*

加
の
結
果
と
は
實
に/;
■
>

く
の
如
く
な6

し
な 

6

敎
授
の
最
後
の
點
は
一
八
九
五
年
以
來
の
新
な
る
金 

.

の
供
输
殆
ど
新
な
る
需
要
と
等
し
き
？
の
あ
る
を
以
て



m

II
f,1'!

|

fs

蝶

錄

爾
後
の
物
儇
の
變
動
の
原
因
は
金
.產
額
の
增
加にあ
ら
. 

求
却
つ
て
.

之

を

る

t

其
他
.

の
事
情』

.
中
に
求 

め̂

る
ぺ
.

か
ら̂

と
写
ふ
に
あ6

て
.こ
の
結
論
を
支
持 

せ
ん
、

S

爲
に
次
の
ニ
論
を
な
せ6

、
卽
第
一U

『

金
の
現 

存
額
大
な
る
を
以
て
そ
の
供
給
に
著
し
き
變
動
を
生
^

 

る
名
貨
物U

關
聯
し
て
の
金
の
世
界
的
價
値
に著
し
き 

變
動
を
生
せ
*
、
.
故
に
物
價
に
於
け
る
急
速
な
る
變
動 

は
貨
物
*

'
場
に
於
け
る
影
響
、
貨
物
需
要
に
：龄
ける投 

機
的
變
動
叉
は
事
實
を
離
れ
て
作
用
せ
る
心
理
的
努
力
. 

に
歸
す
べ
き
於
如
し』

と
、
予
は
之
に
答
へて
一
八
九 

五
_年
以
來
の
金
產
額
は
全
供
紛
額
の
中
甚
だ
大
な
る
割 

合
に
當
る
と
云
は
ん
と
欲
す
、
造
幣
局
長
の
襯
茈
せ
る 

,
エ，丨
ト
ベ

ーャ
の
數
字
に

ょ
れ
ば

1

四
九
一
一——

一
 

八
九
六
年
間.
の
金
產
額
は
約
八
十
九
億
八
千
一
：

一

百
萬
弗 

に
し
て
一
八
九
七

—

一
九
〇
七
年
間
の
產
額
は
三
十 

五
億
千

S

百
萬
弗
な

6

、
卽
ち
後
の
十
一
年
の
產
額
は 

そ

の

以

前

の

四

百

五

•
年

間

の

產

額

の

一

1
1

割
九
分
以
上
に 

•f

る
。
六
大
國(C
於̂

る
.
.

一

八
九
七
年
と
一.
九
0

七
年

五.
六
o'

と
の
標
準
價
格.
指
數
を
，比
較
す
る
滕
は【

般
的
物
價
平 

準
ぱ
次
の
如
く
騰
貴
^

パ
ン

米

國
 

四
四
、
四
％

加
那
陀 

四
三
、
七
％

英
國

.

.

.ニ
^

0O//O 

佛

國
 

I

三
.

、
三
%

■

.獨

逸
 

' 

三
〇
、
八
%

. 

.

伊

太

利

.

ニ
三
、
四
%

■

右
六
國
の
平
均
を
取
る
滕
は
三
〇
、
八
％
卽
三
割
八
厘 

の
騰
貴
を
示
す
、H
S

用
の
金
の
分
量
の
以
前
ょ6
$

 

減

少

せ

.る

こ

と

及

銀

行

の

發

達

は

貨

幣

の

節

約

を

な

せ
 

る
こ
と
を
附
加
し
て̂f

ふ
る
脖
は
事
業
は
大
に
膨
脹
せ 

る
に
名
係
ら
す
物
價
に
著
し
き
增
加
を
期
待
し
得
べ
き 

こ
と
.

を
知
る
を
得
べ
し.

一
フ
フy

ン
敎
授
の
最
近A

物
價
の
變
動
の
主
因
は
金 

產
額
の
*

加
に
あ
ら
^
と
の
說
の
支
持
の
爲
め
に
な
せ 

る
第1

1

の
論
は
甞V

見
ざ
る
妄
斷
の
最
名
甚
し
き
名
の 

な
6

、:0
く『
：

• 

•渐
に
金
貨
本
位lC
向
ふ
國
及
旣
に
之-

を
•採
用
せ
る
諸
國
に
於
け
る
金
の
需
要
の
谞
加
は
約
三
. 

十
億
弗
に
達
し；1

八
九
五
年
以
來
の
新
な
る
供
給
に
殆 

ん
ど
等
し
か
ら
ん
と
す
：
：

』

と
、
妨
論
金
に
對
す
る 

.需
要
と
供
紛
と
は
他
の
貨
物
の
需
要
i

供
給
と
、

S

市
價 

の
單
位
に
於V

平
均
す
る
が
如
く
相
平
均
す
る
名
の
な 

み

、

然
し
金
の
需
要
と
供
給
と
を
相
平
均
せ
1

む
る
こ 

そ
實
に
一

，般
的
物
價
平
準
な
れ
物
價
平
準
の
高
き
こ
と 

は
新
な
る
金
を
世
界
に
於
け
る
流
通
中
に
啜
收
し
お
る 

こ
と
の
表
彰
な6

。

^

尤.

|

エ

フ

vv
X

ソ
ゾ

.

.

貨
幣
の
價
値tt
そ
の
需
要
及
供
給
に
よ6

て
定
ま
る 

の'
事
實
に
關
し
て
は
衆
論
の

一

致
す
る
の
傾
@
あ
る
を 

見
る
.、：

予
は
ラ
フ
ン
敎
授
の
一
般
的
物
價
平
準
は
貨 

幣
め
需
®

及
供
^
に
よ6

て
定
ま
る.
と
云
.ふ
結
論
に
は 

同
意
す
る
名
こ
の
結
論
に
達
す
る
前
提
に
は
餐
成
す
る 

能

：は

梦

、

.

敎

授

は'f

物

價

の

.
變

動

は

貨

物

の

需

要

及

供
 

18
1

龄

(

ま
員
' #

を
舍
む)

f

c

.

l

る
べ
.く

叉
金
の
.需
要
及

雜 

錄

供
給
に
？
ょ
る
べ
し』

と
云
は
れ
^
る
が
乙
の
言
は
個 

々

の
，
代

價

に
就
て
は
眞
な
る
$

一
 

般
的
物
價
平
準
の
變 

.動
に
就
て

.

は
眞
な
ら
岁
、
單
に
貨
物
供
給
の
增
加
は
金 

の
需
要
を
增
加
す
と
の

一理由
に

ょ6
て
物
價
平
準
を 

引
下
ぐ
、
敎
授
の
言
は
金
の
需
給
に
何
等
の
變
動
を
生 

せ
支
し
て
一
般
的
物
價
平
準
に
變
動
を
生
匕
得
べ
し
と 

論
宇
る
が
如
く
見
え
杧
り
、
果
し
て
然
6

と
せ
ば
絕
對 

に
支
持
す
る
乙
と
能
は
梦
。

敎

授

は『

金
に
對
す
る
新
な
る
需
要
が
新
な
る
供
输 

を
相
殺
す
る
賭
は
假
令
物
價
に
變
動
を
生
宇
る
$
そ
の 

原
因
は
之
を
貨
物
の
製
造
販
寶
に
關
す
る
影
響
に
求
め 

次
る
べ

S

ら
ず』

と
云
は
れ
杧
る
名
第
二
の
假
定
は
起 

6

得
べ
か
ら
岁
、
何
と
な
れ
ば
新
な
る
需
要
财
新
な
る 

供
給
を
相
殺
す
る
脖a

1

般
的
物
價
平
準
に
變
動
を
生 

せ
す
、
.從
て
原
因
を
他
の
條
件
中
に
求
む
べ
き
事
實
を 

.

生
せ
宇
'
 

物
價
の
平
準
の
變
動
と
は
金
め
價
猶
に
於
け 

る
變
働
を
意
味
す
れ.ば
な
6

。

.ラ
プ
リ
ン
敎
授

.の

代

價

形

成

に

關

す

る

說

明

は

^

究

M
-
K
1



11
II

i
K
f
)
s
s
t 

J
X
C
4* 0 
rT

雜

錄

全
な
6

、
物
價
變
動
の
原
因
は
之
を
物
價
形
成
の
諸
勢 

力
.

中
1C

求
め
^
る
ベ̂
.

ら
.*

と
い
ふ
は
疋
し
け̂

小
麥
の
代
價
は
市
場
の.驅
引
に
よ
.
.

o

て
定
ま
る
i

い
ふ 

は
誤
れ
ろ
、

に
て
定
ま
る
は
小
麥
の
價
値
の
み
、
小
. 

麥
と
貨
幣
と
の
價
値に
關

す

る

.
評

定

に

於

て

寶

手

買

手
 

の

間

に.一

致

を

見

る

ま

で

ば

代

價

は

決

定

せ

.̂
れ

岁

代
 

價

決

定

，
に

於

て

貨

幣

の

需

要

供

給

の

重

要

な

る

は

小

麥
 

の
需
要
供
給
の.
重
要
な
る
於
如
し
、
敎
授
は
貨
幣
の
提 

供
は
代
價
決
定
の
徑
路
の
結
果
な6

と
いふ

；？ p

何
れ
の 

市
場
に
於
て
.名
代
價
の
低
き
は
其
よ
ろ
以
上
の
代
價
に 

て
は
全
供
給
額
を
吸
收
す
る&

能
は
次
る
に
よ6

、
そ 

の
高
き
は
買
手
於
高
き
價
を
拂
は
ひ
と
欲
す
る
に
よ
る 

ラ
プ
リ
ン
敎
授
は
信
用
と
貨
幣
價
値
と
の
關
係
に
於 

て
.『

銀
行
の̂
;

出
力
は
資
本
及
預
金U

よ
6

て
定
ま
6

 

從
つ
て
金
の
供
給
增
加
は
そ
れ
自
身
貸
付
の
增
加
を
來 

3

す』

と
主
張
し
商
業
の
脹
膨
は
金
の
供
給
增
加
の
直 

接
原
因
：に
あ

ら

卞

と

云

は

れ

若

し

金

の
»

加
.於
必 

岁
む
ネ
貨
物
の
交
換
を
增
加
せ
し
む
る
$

の
に
あ
ら
ず
.

五.
六
：ニ
 

.

と
の
意
な
ら
ん
に
は;I
H

し
き
ぢ
敎
授
の
意
は
茲
に
非
育 

し
て
銀
行
は
事
業
の
狀
態
舣
之
を
要
求
す
る

U

あ
ら
す 

ん
ば
そ
の
贷
付
を
増
加
す
る
こ
，こ
能
は
梦
と
の
理
由
を 

以
て
銀
行
の
準
備
金i
-L

て
新
な
る
金
を
使
用
せ
る
こ 

と
は
物
價
引
上
の
原
因
た
る
能
は^

と
論
せ
ら
る
、
7?
>
 

く
の
如̂

は
現
在
の
實
業
社
會
に
見
る
能
は
次
る
所
、 

銀
行
{

4

は
資
金
vr

餘
6

あ̂

»

は
利
率
を
5!
下
げ
て
货 

幣

の

需

要

.を

喚

起

す

べ

き

を

以

て

な

6

 O

エ

ム

H

ス
、
ワ
イ
ル
ド
マ

x

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

敎

授

の

所

論

は

代

慣

の

徑

赂

と

貨

幣
 

及
信
用
具
と
の
間
の
聯
絡
を%

全
に
示
す
と
す
る
？
予 

は
之
等
の
諸
分
量■
の

內

何

れ

を

‘正

當

に

原

因

と

し

^

<

 

を

結

果

と

認

む

べ

き

や

一

を

知

る

こ

i

能
は
ず
、
金
の
賈 

値
の
餐
勸
と一

般
的
物
價
平
準
の
變
動
と
は
相
互
的
な 

る
を
以
て
M

 

I

P

 

1

Cの
.
因

果

關

係

は

否

認

す

る

こ

と

を
 

得
f

べ
し
、

l
>
r

於
け
る
變
動
は
單
に 

M

l

p

、u

於
け
石
變
動
の
結
果
把
る
，こ
と
あ
る
べ
き
に 

あ
ら
.ず
や
、
何
傲
に
獨6
P

の
み
が
受
動
的
な
る
や
、

抑
ミ
叉
何
於
故
に?

を
受
働
的
な.
6

と
云
ふ
や
；

.

物
價
の
騰
貴
、
卽
金
の
價
値
の
下
落
の
.原
因
を
知
ら 

ん
と
す
る
^ '

當
6

、『

貨

幣

數

量

說

，

は

を

の

解

俠

を

^ : 

せ
6

と
云
ふ
}J

と
を
得
ず
、
寧
ろ
金
が
增
加
し
て
そ
の 

:

價
値
減
ヒ
信
用
の
分
量
と
流
通
の
速
度
と
が
增
加
し
杧 

.

る
こ
と
及
是
等
の
價
値
及
分
量
に
於
け
る
變
動
は
物
價 

平
準
及
貨
物
交
換
に
於
け
る
變
動
と
比
例
し
て
相
共
に 

生
匕
忙
る
乙
'£
を
话
す
に
過
ぎ
ず

か
く
見
來
れ
ぱ
ラ
フ
リ
ン
敎
授
の
硏
究
方
法
及
議
論 

を
全
然
承
認
せ
次
る
を
得
ず
、
卽
吾
人
は
金
に
對
す
る 

需
要
供
給
.

の
事
實
と
、
.貨
物
に
對
す
る
需
要
好
金
又
は 

そ
の
代
表
物
の
提
供
に
よ'
^

て
表
は̂

る
、
限
6

は
貨 

物
の
需
要
供
給
に
關
す
る
事:*
と
を
探
求
せ
次
る
ベ.
於 

ら
ず
、
皿
又
及7

は
金
に
對
す
る
需
要
の一

要
素
と
認 

め
ら
る
ベ
き
を
以
て
双
■
の
議ir支
#

の
爲
め
に
は
代 

數
式
を
必
要
と
す
。

：

：

：

ラ
.プ
リ
ン
^

^

の

挤

究

方

法

を

採

用

す

る

こ

と

は

必
 

.8
3

少
し̂
p

そ
の
洁
論
を
？
採
用
す
るt.
と
?̂
r

合
ま̂

、

t

の
.

方
法
に
ょ
れ
ば
、
，用
語
は
數
學
的
記
載51
»

統
#
的 

說
明U

適
せ
.

次
る
を
以
て
精
確
な
ら
す
、或
者
は
需
要 

徐
々
に
增
加
し
て̂
T

^

せ
ず
と
云
ひ3C
ま
者
は
金
の 

供
給
頓
に
增
加
し
て
そ
の
價
値
下
落
し
そ
れ
丈
物
慑
の 

騰
貴
を
來
せ6

と
云
ふ
、
共
に
誤
れ6

、
吾
人
は
價
値 

形
成
の
要
素
の
意
味
に
於
け
る
金
の.*
要
に
關
す
る
信 

賴
す
ベ
き
事
實
を
有
せ
ず
と
雖
$
結
局
使
用
せ
る
金
の 

統
許
に
基
す
る
需
要
を
計
る
の
外
は
あ
ら
す
、
若
し
美 

術
上
流
通
上
及
銀
行
準
備
金
上
に於
け
る
金
の—

好 

そ
の
生
産
と
相
伴
へ
る
事
實
を
證
明
し
得
る
名
の
あ
ら 

、
4'

金
の
價
値
は
供
鉛
增
加
の
爲
に
下
落
せ
3'
'

6

.し
乙
と 

を
承
認
す
る
ぢ
の
な6

。

I

さ
れ
ど
消
費
統
計
は
價
修
形
成
の
意
義
に
於
け
る
需 

要
に
何
等
の
手
懸6

を
3

與
へ
ず
、
供
給
が
一
宠
の
度 

を
遛
霞
す
る
時
は
著
し
く
代
價
の
下
落
ず
る
$
の
卽
ち 

.

所
謂
霈
要
に
伸
縮
性
な
き
名
の
と
代
價
似
供
給
の
增
加
. 

と
比
例
し
て
下
落
す
る
免
の
卽
ち
需
要
に
伸
縮
性
あ
る 

名
の
と
の
區
別
あ4

一
 

槪
に
論
ず
る
能
は
ざ
る
を
以
て
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雜
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1 8
4

な
み
、
金
に
對
す
る
需
要

«

#

縮
性
を
有
す
る
や
將

^

 

之

を

有

せ

^

る

や

.若

し

金

の
.

需
要%

伸
縮
性
を
有
せ
す
そ
の
需
要
曲
線 

が
.

一
定
の
供
給
以
後
に
於
て
急
に
下
降
す
る
こ
と
證
f

 

せ

ら

る

ゝ

滕

は

物

價

騰

貴

の

原

因

.は

貨

物

生

產

の

狀

態
 

の

中

装

ひ

べ

か

ら

ず

し

て

却

て

金

の

生

產

の

狀

態

中
 

に

之

を

求

む

べ

し

、
.
加

ふ

る

に

此

場

合

に

ぁ

6

て

は

年 

々
：
の

產

額

舣

規

存

の

菩

積

額

に

對

し

て

僅

少

な

る

七

例
 

を
保
つ
i

す
る
？
金
を
廉
な
ら
し
ひ
る
の
原
因
を
棼
易 

に
發
見
す
る
こ
と
を
得
べ
し
、
然
れ
ど
g

若
し
金
の
需 

要
於
伸
縮
性
を
有
し
供
給
增
す
令
價
値
に
何
等
著
し
き 

.
變

化

を

生

せ

ず

し

て

需

要

額

を

增

加

す

る

脖

は

吾人は
 

去
つ
て
物
價
騰
貴
の
原
因
を
直
接
に
貨
物
及
勤
務
に
關 

す
る
諸̂

！中
に
求
め̂

る
べ
か
ら
岁
、

故
に
以
上
ニ
種
の
記
載
方
法
は
共
に
猶
缺く
る
所
ぁ 

6
、
代
數
的
說明
は
各
項
間
の
關
係
を
示
す
名
物
賈
騰 

貴
の
原
因
を
示
す
べ
义
な
く
、
直
接
に
金
の
價
値
に
關

.

五
六
西

'

未
知
數
杧
ぶ
金
に
關
す
る
考
慮
を
包
含
す
。

:

■

テ

ィ
f

、.

H

ヌ
、
力
f

、ヴ

ア
I

プ
ィ
ツ
シ
ヤI

敎
授
の
優
秀
な
る
歸
鈉
論
は
そ
の
公 

式
の
芷
確
な
る
を
證
明
し
杧
れ
ど3

そ

が

果

し

て

.敎

授
 

自
身
の
論
を
支
持
す
る
や
將
叉
ラ
プ
y

ン
敎
授
の
所
論 

を
支
持
す
る
や
に
就
て
は
疑
あ6

ノ
例
へ
ば
?

於
^
の 

原

因
. ^
6

と
せ
ば
一
フ
フ
サ
ン
敎
授
の
說
を
支
持
す
べ
く 

こ
れ
實
に
或
る
程
度
ま
で
實
際
に
起
6

得
べ
き
所
な6
 

人
口
®

加
し
土
地
の
供
給
少
き
槠0

農
産
物
の
價
値
高 

放
る
べ
し
而
し
て
一
定
の
農
産
物
を
取
引
せ
ん
が
爲
に 

は

從

來

ょ

多

額

の

貨

幣

を

要

す

、
若
し
金
以
外
の 

貨
幣
生
せ
次
る
脖
は
金
の
菩
積
は
鑄
貨
と
な
る
べ
く
か 

く
し
て
他
界
の
金
產
額
增
加
せ^
i

s

貨
幣
と
し
て
使 

用
せ
ら
る
、
金
の
比
例
を
大
な
ら
し
む
、
乙
れ
は
實
際 

に
起
6

得̂

る
事
柄
に
し
て
假
令C

の
傾
向
を
一
層
强 

ひ
る
所
の
金
の
供
給
あ^O.

し
と
は
云
へ
こ
の
事
實
は
本 

問
題
の
ー
要
素12
:

6

と
信
岁
。

385

ヱ
.

プ
、
、ダ

ブ
9

 

.

ユ
I

タ

ゥ

ン

ッ

グ

予
は
フ
ィ
ッ
ジ

ャ
ー
敎
授
の
賞
讃
す
べ
き
論
文
は
學 

界
の
富
を
增
し̂

る
名
の
と
し
て
慶
す
る
名
の
な6
 

.
然
し
思
ふ
に
ブ
ィ
ッ
シ
ャr

敎
授
の
方
程
式
中
の
ぎ 

:
(

預
金)

は
全
然
獨
立
の
そ
の
に
あ
ら
す
し

y

或̂

ff
i

に 

於
て
す
の
函
數
な
ろ
ヽ
敎
授
紅
之
を
皿

(

方
程
式
の
§

 

卽
ち
流
通
せる

貨
幣
に
あ
ら.
ず
し
て
他
のM

卽
ち
銀
行 

雅
備
金
中
に
於
け
るM

)

の
み
に
依
る
？
の
と
な
し<
 

預
金
於
銀
行
の
#
€.
金
に
依
賴
す
る
の
事
實
は
附
加
す 

.

ベ
ぎ
■
#

卽
ち
一
般
に
こ
の
依
賴
の
事
實
は
長
期
に
亘 

つ
■

て

現

は

.
る

れ

ど

名

銀

行

營

業

の

變
動
と
好
景
氣
の
際 

に
多
額
の
預
金
を
得
ん
と
す
る
の
傾
向
と
に
.

上
6

<

影 

■

#

せ
ら
る
、
こ4.
を
示
し̂

る
名
の
な
6

、
3

れ
ど
M

 

i

T

.

i

の
間
に
？

P

或
る
關
係
の
存
す
る
あ6

、
貿
易
の 

發
達
は
短
期
間
、
..否
數
年
に
亘
つ
て
預
金
を
增
加
す
る 

の
傾
询
あ
6

、
予
は
秧
し<

交
換
の
.各
行
爲
は
自
動
的 

に
交
換
の
媒
具
を
供
給
す
と
の
意
味
に
解
せ
ら
る
、
ラ

雜 

錄
.

ブ
y

ン
敦
授
の
a ：
論
'に
論
.及
せ
ん
と
す
る
？
の
に
あ
ら 

.

ず
、
近
代
の
預
金
銀
行
の
機
關

S

長
期
の
間
預
金
を
し 

て
取
引
及
之
に
基
づ
く
資
付
と
並
進
せ
し
め
預
金
に
伸 

一
縮
性
あ
る

根
源
を
供
^
す
る
が
如
く
見
ゆ
。
最
後
に® ; 

|

金
の
增
加
は
銀
行
の
有
す
る
現
金
を
限
度
と
す
る
名
預 

一
金
及
貸
付
を
ぱ
取
引
と
同
ヒ
早3

に
て
叉
は
之
ょ6

、 

>

罾
早
く
增
加
せ
し
む
る
の
伸
縮
性
な
き
に
あ
ら
净
、

一

而
し
て
乙
の
事
實
は
好
景
氣
の
際
に
於
け
る
物價
騰
貴 

を
說
明
す
る
に
與
.つ
て
力
あ
6

、
こ
の
現
象
は
手
形
交 

.

換
所
貸
付
に
於
て
最
名
著
し
く
表
は
る
、
所
に
し
<
葙 

育
の
如
き
中
心
地
に
於
て
殊
に
そ
の
然
る
を
見
る
、
か 

V

る
地
方
に
し
て
始
めv

取
引
は
そ
れ
自
ら
準
自
働
哪
' 

.

に
交
換
の
媒
具
を
供
給
す
、
ラ
フ
リ
ン
敎
授
を
し<
支 

持
す
ベ
か
ら
次
る
極
端
說
を
採
ら
し
め
^
る
は
此
の
種 

.

■

の
作
斯
を
不
當
に
普
偏
化
し
*
る
に
基
因
せ
る
劣
の
な 

一
6

と
思
it

す
、
M

と
1

と

.の

間

に

於

け

る

一

時

的

相

互
 

作
用
を
多
少
斟
§
^

る
己
と
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ一

敎
授
の 

說
を
完
な
ら
し
む
る
に
必
要
な6

。五
窒



雜

m

r

H

ダ
チ
、
へ
ッ
ス

.
フ
：ィ
.ツ
シ
ヤ
ー
敎

授

の
公

式
g
y
 
+
尨
、y
、
h 

P
H

は 

購
買
と
支
拂
と
の
數
學
的
均
等̂

示
す
に
近
し
、
敢
て 

近
し
と
云
ふ
、.盖
し
抓
.
に
し
て
流
5 1

-
信
用
の
分
量
を
疋 

確
に
示
す
と
す
れ
ば
公
開
せ
る
銀
行
勘
定
の
み
な
ら
ず 

日
常
支
狒
資
料
を
構
成
す
ふ
銀
行
手
形
商
業
手
形
保
證 

小
切
手
等
を
；̂
合

-tltj

る
ベ
か
ら
岁
、
卽
M
及
Z
Mは 

そ

れ

々

流

通

甘
る
法
貨
及
貨
幣
以
外
の
流
通
信
用
を 

表
は
す
1

し
>
及
於
デ
於
そ
れ

-
v
t
^
M

及

^

の

流

通

の
 

速

度

を

示

す

と

せ

，
ば

交

換

の

方

程

式

は

數

學

的

の

均

等
 

を
表
は
ザ
名
個
々
の
要
秦
中
何
れ
か
ニ
つ
例
へ
ば
M

と 

P
叉
は
M

i

sと
の
間
に
於
け
る
因
果
關
係
又
は
統
計 

的
關
^
を
示
す
.̂
と
な
き
を
以
て
な6

、
然
6

と
雕
％ 

舨
/

斤
叉
は
虹
と
^
と

は

互

に

相

湔

ふ

名

の

に

し

て

I T  
\

M
,

p

叉
は
T

に
於
け
る
變
動
並
にT

の
要
素
杧
る
質 

易
の
籾
料
及
反
覆
の
類
度
伫
於
け
る
變
動
は
方
程
式
の 

左
方
に
於
け
る
何
れ
か
の
項
の
變
動
に
よ
6

て
平
均
せ

2 L

六
六
■

I

べ
し
、
同s

m

r^
S

比
例
I

?

な
す 

名

P
は
何
等
の
變
動
を
名
生
せ
次
る
事
あ
る
べ
し
。 

タ
ウ
シ
ツ
グ
敎
搜
の
指
摘
せる

M

と
T

と
の

.

關
保

^

.

近
代
の
商
業
社
食
に
於v
tt

必
岁
事
實
i

な
.

c

v
-c
a

ii 

る〜

S

の
な
6

、
商
業
の.
行
は
る
、
徑
路
を
知
れ
る
？ 

の
は
貿
易
を
を
の
ニ
要
素
卽
質
易
の
材
料
と
反
镫の
類 

度
と
に
分
つ
滕
は
後
者
は
信
用
の
流
通
速
度

(

デ)

に
比 

す
べ
窆
？
の
な
る
こ
と
を
承
認
せ
む
0

.

.流
通
信
用
の
速
度
及
分
量
は
貿
易
の
材
料
の
分
量
及 

價
値
と
共
に
餐
動
す
る
を
以
て
數
學
的
に
云
へ
ば
前
者 

は
後
者
の
從
屬
的
函
數
な
ろ
と
云
ふ
は
爭
ふ
べ
か
ら
次 

名

似

如

し

、

，
こ

の

關

係

^

認

ひ

る

滕

は

交

換

の

方

^

式 

に

於

て1^
1
は
け
を
決
定
す
る
重
な
る
事
項
と
な
る
べ

く
、
紙
幣
炉
商
業
手
形
保
證
の
下
に
發
行
せ
ち
る
、
限 

6

は
M

を
決
定
す
る
重
な
る
事
項
と
な
る
べ
し
。

P

W

フ
ィ

.

ツ
' y
r

ヤ

ー
敎

授

の

方

程

式

の

.
他

の

凡

て

の 

項
に
從
龙
る
名
の
に
し

V

Y

及
V

は
交
換
の
機
關
の
狀 

_

及
組
織

.

に
ょ

6

<

定
ま

6

^

及
] \
1

は
巧
ょ
ろ
自
然
に

187

發
生
す
と
の
結
論
》
明
な6

、
敌
に
物
價
及
物
價
平
準 

を
.

決
定
す
る
重
な
る
要
素
は
貨
幣
足
信
用
機
關
そ
の
名 

-

の
以
外
に
於V、

.

之
を
求
む
べ
き
な6

。

\

代
價
決
定
の
徑
路
、
性
質
及
順
序
並
に
代
價
の
變
動 

6

背
後
に
隱
れ
杧
る
實
際
の
諸
勢
カ
に
就
<
は
ラ
フ
リ 

ン

敎

授

と

全

く

同

意

見

-
^
、

.

9

フ

9

ン

i

前
辯
諸
士
の
指
摘3

れ
杧
る
ニ
三
の
點
に
就
て
員
罾 

に
答
辯
せ
0

、
先

づ
フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー
敎
授
のM

V

十 

M
、
V
、
=

 P
T

な
る
方
程
式
は
物
價
卒
準
の
記
述
^
る
に 

止
ま
-o

何
等
0

.

解
決
を
名
.

與
へ
.

ず
、
例
へ
«

.

p

'の
增
進 

.

は
1

の
增
加
に
附
隨
す
る
名
の
に
は
ぁ
ら
ず
、
何
と
な
. 

れ
.

ば
商
工
業
T

)

の
發
達
は
銀
行
の.
預
金
及
貸
付(

M

 

)

 

の
增
加
の.
原
因
に
し
て
方
程
式
の
兩
側
^
於
て
相
殺
す 

る
を
以
て
必
ず
し
名?

の
®

進
を
伴
は
次
れ
ば
な6

、 

此
方
程
式
は
叉
原
因
を
示^

ず
、
ド一.八
七
六一

.

1

八 

九
六
年
間U

預
金
は
五
六
倍
のit
加
を
來
し̂

れ̂
4

.

物
價
は
下
落
せ6

、
以
y

Nr

は
物
價
騰
貴
の
原
因
^
る 

こ
と
證
明
さ
れ̂
6

と
認
む
る
能
は2'
'

れ
ば
な
6

、

： 

j

次
に
敎
授
は
流
通
中
の
貨
幣M

と
小
切
手
支
拂
に
應. 

ず
べ
き
預
金̂

と
の
.間
に
因
果
關
係
を
立
せ
ん
と
す
る 

名
こ
れ
根
據
な
き
所
な6

、
：
誤
謬
の
根
線
は
個
义
の
預 

金
勘
定
は
何
脖
に
て
名
所
有
貨
幣
の
變
動
と
共
に
變
動 

す
と
の
想
像
に
あ6

、
預
金
は
濘
ろ
個
人
の
富
と
共
に 

變
動
す
'

第
三
に
敎
授
は
代
價
關
係
を
數
學
的
符
號
式
に
表
は 

す
に
當
6

て
誤
®

を
な
さ
^

^
し
や
'、
予
の
見
る
所U.

 

ょ
れ
ば
敎
授
は1般
に
承
認
さ
れ
夂
る
根
本
的
の
價
値 

觀
念
.を
否
認
-し
代
價
は
金
と
貨
物
と
の
比
な
6
と
な
し 

進
ん
で
個
.々の
代
價
決
定
前
に

一

般
的
物
價
.平
準
を
確 

め
3'
'
る
べ
&

ら
岁
と
思
考
せ
ら
る>
 

予
は
比
の
觀
念
を-
 

j

へ.

用
ひV

說
明
す
る
に
當6
如
何
1C
.}

般
的
物
價
平
準̂ 

金
に
影
春
す
る
諸
原
因
の
影
響
を
，受
く
る
や
を
詳
細
に 

說
き
t
る
を
以V

1

般
的
平
準
を
斟
酌
し
然
$
猶
價
値 

の
觀
念
を
侵
害
す
る
こ
と
な
か
6
き
、
さ̂

ど
比
の
觀
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雜

:
M

:

念
.
u

''
<

k

れ
ば
貨
物
.KT

輿
馨
す
る
諸#

力

は

1

般
的
代
價 

.
平

準

に

影

響

す

石

こ

と
.

旣
述
の
如
し
、.8

^

,

1
:

般
的 

物
價
平
準
ょ6

個
々
，の
代
價.
に
論
及
す
.

る
は
誤
れ
6

、
':
'
, 

予
to

後
者
.

は
前
者
を
算
出
す
る
の
基^

6

6

と
主

**
1

丸 

.

る
？
.

の̂

6

。
：
：

.ジ
ヨ
ン
y

ン
敎
授
は
予
於
代
價
の
比
に
於
讨
る
貨
物

の
侧
に
影
響
を
及
す
諸
勢
力
は
物
價
に影
響
す
i

云
：へ

る
は
誤
れ
6

と
言
は
れ
*

れ
ど
％
そ
は
恐
ら
く
は
貨
勿

の
生
產
販
寶
金
融
等
に
影
響
す
ベ
き
諸
條
件
は
物
7!

に

せ
^

i

の
意
に
は
あ
ら̂

ら
ん
、
然
ら
す
i

ば
農

產
物
の
代
價
は
如
何
に
し
て
說
明せ
ら
る
べ
き
かo
?

は
前
論
に
於
て
金
と
貨
物
及
そ
の
代
價
と
の
關
係
を
%

b

た
ろ
、
我
國
，に
於
て
は
貨
物
交
換
に
金
を
使
用
す
る

こ
'と
少
く
從
つ
て
物
價
と
我
國
に
於
け
る
交
換
媒
具
と

0

關
係
は
實
際
に
省
.赂
せ
ち
れ
女
る
名
然
彳
代
價
形
成

の
徑
路
は
實
際
上
銀
行
に
ょ
る
交
換
媒
具
の
發
生
に
先 

だ
つ
名
の
.

な
-'C

N
O

養

.

フ

ィ

y-
-

•

ヤ
-

I

I

 

-

予

は

某

氏

の

云

へ

石

が

-^
く

方

程

式

の

背

後

に

隱

る
 

|

 

く

の

意

思

な

き

名

の

な

れ

と

ぢ

然

名

拙

著

『

貨

幣

の

，購 

.

一
買
力

』

に
避
難
す
る
を
必
要

i

認
む
、
短
辟
間
內
に
は 

一
充
分
に
答
辯
し
得
次
る
程
多
數
の
質
問
を
受
け
而
し
て 

•

之
等
の
質
問
は
悉
く
該
書
の
中
に
說
明

^

れ
あ
る
を
以 

て
f

、

例

〈

« '

タ
ウ
シ
ツ
ダ
敎
授
の
指
摘

S

れ
ゼ
る 

如
く
過
渡
辟
代
に
於
て
は
丁
の
增
進
は

,

の
增
進
，の
原 

一
因

*

3

ベ
'き
乙
と
に
關
し
て
は

 

一|

^

を
割
き
た

6

、
方 

程
式
自
身
は
何
れ
が
原
因
な
る
於
を
示
さ
岁
と
雖

^

^

|

1

ヵ
方
程
式
に
於
け

^

受

傲

的

の

項

な

.る

こ

と

は

該

書

に 

.

.

よ
6

て

明

に

知6

得

べ

し

。

猶
M

i

M

と
の
關
係
の
外
に
更
に「

T

の
增
加
は
そ 

|

れ

於
1

A

當
6

の
增
加
な
る
限
ろ
は
ヤ
及
デ
の
增
咁
を 

來
す」

と
S

ふ
：

一

の
因
果
關
係
あ6

、
之
に
就
C

は
铳 

計
的
及
演
緯
的
の
證
明
名
あ6

、
而
し
て
貨
幣
數
量
說 

に
は
何
等
の
影
響
を
？
及
ぼ
さ
す
。

(

完
一

. - - - --

,

室
町
時
代
の
經
濟
史
的
事

.
賞
の
一
端

I

 

松

本

彥

次

郧

>

建
f

興
の
際
狻
醍_

天
皇
は
f

の
土
木
事
業
を 

M

し
給
ひ
し
結
果
財
政
紊
亂
を
來
し
、
救
濟
法
の

一

と 

し
て
不
f

幣
を
發
行
し
給
ひ
し
事
は
史
家
の
' 

1

致
す 

る
所
な
れ
ど
名
經
濟
史
の
立
場
よ
ろ
之
を
論
ず
る
名
の 

|

る
-.
?

:

_

//
>

岁
0

建
武
中
興
は
王
.政
復
古
に
し
て
政
治 

.;

.
:

上
墓
化
に
は
意
義
あ
る
？
之
を
經
濟
史
上
：よ
6

論
ず 

れ
ば
鎌
倉
及
室
町
兩
脖
代
に

i
-
R

好

-
^
文

藝

美

術

史

に
 

:

於
七
？
過
渡
期
な
石
如
く
經
濟
史
に
：於

V
?

過
渡
期
の
. 

.

あ
る
期
陬
t

る
.

に
過
ぎ̂

。
建
武
.

の
中
興
'は
幕
府
の
手 

に
あ
.

6

し
政
權
は
再
天
皇
に
歸
し#
-

0

し
點
に
於
て.
は
. 

大
な
る
變
化
な
れ
ど̂

武
家
制
度
を
大
體
に
於<

破
壤
：
' 

-

し
鈴
は
岁
割
合U

保
存
し
紿
へ6

鎌
倉
脖
代
は
幕
府
の，
.

鎌

倉
-l
c

あ
る

2

^

ふ
點
よ
；
せ
は

1

賭
代
を
« 1

す
-S

J

雖
.
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^

此
脖
代̂

は
—

^

^

る̂

^

^

^

^

^

^

^

れ̂

^
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錄ハ

.

な
6

。
鎌
倉
は
大
名
集
合
の
地
と
しy
A

家
漸
く
殖
為 

.

潜
川
の
.
S'

ぐ
由
井
ヶ
濱.
の
方
面
に
高
家
軒
を
並
ぶ
.る
に 

j

及
び
幕
府
.

の
法
令
は
經
濟
の
方
面
に
關
す
る
？
の
漸
く 

多
く
。.
貸
借
土
倉
に
關
す
石
規
定
の
姐.き
漸
く
顋
繁
に. 

出
づ
■

る
に
至
ろ
し
ほ
注
貝U

値
す
。1

來
商
業
地
把
る 

敦

賀

奈

良

太

宰

府

京

都

の

如

き

か

な

：レ
.
發

達

せ

る

都

府
 

f

に
相
違
な
け
れ
と
ぢ
此
等
都
府
間
相
苴
の
關
係
は 

交
通
の
不
便
よ6

思
の
外
親
密
な
ら
ず
。
奈
良
よ6

敦
ヘ 

賀
に
物
買

ひ
に
行
き
し
な
ど
多
少
の
連
絡
な'
きU

あ
ら 

岁
と
雖
ぢ
各
都
府
殆
獨
立
せ
る
姿
な
6

と
見
て
大
_

な
，
 

於
ら
む
。
唯
關
東
に
於
て
鎌
倉
の
繁
盛
は
政
治
上
め
中 

心
點
な
6

し
丈
京
都
の
連
絡
名
前
代
と
異
な
6

漸
く
多 

き
.

を
加
へ
唐
物i

稱
しV

盛

に

太

宰

府

武

庫

の

.外

國

貿
 

易

品

の.珍
重
せ
：ら

れ

商

賈
.

の

之

に

.
從

事

す

る

多

の

出

で
 

t

隨

て

一
般
商
人
の
往
復
名
频
繁に
な
6

し
な
.ら
む
0

(

庭
：
 

訓
往
來)

建
武
中
興
に
楮
幣
を
發
行
せ
し
は
信
用
發
達
の
て
階
.

.
潞
と
見
る
：べ

'

§

名

の

に

し

て

：此

の

發

達

は

我

經

濟

史

上

五
大*


